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＜武庫川水系河川整備計画（平成23年8月）P.80 抜粋＞ 
 

 本計画の着実な推進を図るため、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理、 

フォローアップ委員会（懇話会）の設置を行うとともに、地域住民等との情報の共有化を図
る。 
（１） 河川整備計画の進行管理 

 ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理を図る仕組みを導入することとし、どのよ
うな進行管理の仕組みが可能か検討を行ったうえで、下記のフォローアップ委員会（懇話
会）の意見を聴き、具体化を図る。 

（２） フォローアップ委員会（懇話会）の設置 

 新たに、学識経験者と地域住民で構成するフォローアップ委員会（懇話会）を設け、施策
や事業の実施状況等を、定期的に委員会（懇話会）に報告し意見を聴く。 

 また、ＰＤＣＡサイクルによる進行管理の仕組みが具体化した段階で、施策や事業の実
施状況の点検・評価を行い、それをフォローアップ委員会(懇話会）に報告することで説明

責任を果たすとともに、委員会（懇話会）から意見を聴いて整備計画の次なる進行と改善
につなげていく。 

 １．進行管理方法（PDCA）の概要 
 1-1．進行管理に関する河川整備計画の記述 



ＰＤＣＡサイクルとは、計画（Ｐｌａｎ）→実施・実行（Ｄｏ）→点検・評価（Ｃｈｅｃｋ）
→処置・改善（Ａｃｔｉｏｎ）を繰り返しながら、計画の継続的な改善を図る進行
管理の手法。 

ACTION 

（処置・改善） 

DO 

（実施・実行） 

PLAN 

（計画） 

CHECK 

（点検・評価） 
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  1-2．ＰＤＣＡサイクルとは 



  1-3．武庫川水系河川整備計画の着実な推進を図るしくみ 

第１期 
（５年） 

     第２期 
     （５年） 

第３期 
（５年） 

第４期
（５年） 

総括 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H32 H33 H34 H42 H43 

 

 

 

 

  
期別計画
(第2期)の
見直し 

期別計画
(第3期)の
見直し 

委員会
設置 総括 

計画期間２０年（H23～H42） 

① 計画期間２０年(H23～H42)を４分割して５年を１サイクルとし、５年度毎に 
  期別計画を定め、これを目標として取り組みを推進する。 

第１期 
期別計画 

第２期 
期別計画 

第３期 
期別計画 

第４期 
期別計画 
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Check 

② 毎年度、委員会（懇話会）の意見を聴いて、期別目標の達成に向けての微修正を 
  加えながら各年度の取り組みを行う。                    ・・・  Ｃ ○ 

Action ③ ５年に１度検証を行い、その結果を次の期別計画に反映する。    ・・・  Ａ ○ 

Ｃ ○ Ｃ ○ Ｃ ○ Ｃ ○ Ｃ ○ Ｃ ○ Ｃ ○ Ｃ ○ 
○ Ａ ○ Ａ 

今回報告 



河川整備計画
の事項・項目

実施目標

施策の概要

第1期
（H23～H27）

第2期
（H28～H32）

第3期
（H33～H37）

第4期
（H38～H42）

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

２．実績（Ｄ）

４．改善（Ａ）（第2期［Ｈ28～Ｈ32］に向けて）

３．点検・評価（Ｃ）（第1期［Ｈ23～Ｈ27］）

１．期別計画（Ｐ）

点検・評価（Ｃ）H26 点検・評価（Ｃ）H27

期別計画（Ｐ）

点検指標取組方針
河川整備計画
の事項・項目

実績（Ｄ）

点検・評価（Ｃ）H23 点検・評価（Ｃ）H24 点検・評価（Ｃ）H25

河川整備計画より抽出した実施目標毎（全２２組）に、進行管理点検票を作成し進行管理。 

 1-4．進行管理（ＰＤＣＡ）の具体的進め方 
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進行管理点検票の構成 

１．期別計画（Ｐ） 
第1期～第4期の計画を期別に記入 

２．実績（Ｄ） 
毎年度の実績を記入 

実施目標および実施施策の 

具体的内容を記入 

３．点検・評価（Ｃ） 
毎年度の点検結果を記入 

４．改善（Ａ） 
５年ごとの改善方策を記入 

第２期（H28～H32)の 
期別計画への反映 



管理 
番号 

大項目 
（対策名） 

内容 
管理 
番号 

大項目 
（対策名） 

内容 

1 

河川対策 

下流部築堤区間 12 緊急時の水利用 

2 下流部掘込区間 13 健全な水循環の確保 

3 中流部 14 動植物の生活環境
の保全・再生 

２原則の適用 

4 上流部及び支川 15 天然アユが遡上する川づくり 

5 堤防強化（支川） 16 良好な景観の保全・創出 

6 堤防強化（下流部築堤区間） 17 人と河川の豊かなふれあいの確保 

7 遊水地、青野ダム活用 18 水質向上 

8 
洪水調節施設の継続検討 
（千苅ダム治水活用検討） 

19 維持管理 

9 流域対策 流域対策 20 流域連携 

10 減災対策 減災対策 21 モニタリング 

11 正常流量の確保 22 フォローアップ 

 2．進行管理報告書一覧表 
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● 

● 

 3-1．各対策の概要図 ①河川対策 

総合的な治水対策 
 
 
 減災対策 

河川対策 

流域対策 

図．二級河川武庫川流域図 

① 

⑤ 

④ 
② 

③-1) 

③-3) 

③-5) 

③-2) 
③-6) 

③-4) 
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⑤青野ダムの活用 

● 

平成26年度対策区間および箇所 ● 

①下流部築堤区間の整備 
 ・低水路拡幅工事   ・堤防強化 

②中流部（武田尾地区） 
 ・築堤、護岸等の設置 

④遊水地の整備 

③上流部及び支川の整備 
1) 大堀川(宝塚市)  2) 荒神川(宝塚市) 

 
 
 
 
 
3) 波豆川(三田市)  4) 大池川(三田市) 

 
  
  
 
 
5)上流武庫川(篠山市) 6) 天神川(伊丹市) 

 

護岸整備 

護岸整備 護岸整備 

堤防強化 

橋梁架替 

河道掘削 



  3-2．各対策の概要図 ②流域対策 

総合的な治水対策 
 
 
 減災対策 

河川対策 

流域対策 

⑥雨水貯留タンク助成 
 ・尼崎市、西宮市、伊丹市、宝塚市 
  三田市で実施 
 
 

⑤調整池 
 ・県は重要調整池の設置に関する 
  技術基準を策定（平成25年） 
 ・以下の4市は県よりも小さな開発 
  規模でも調整池設置指導を実施 
  （神戸市、西宮市、伊丹市、 
   宝塚市） 
 

図．二級河川武庫川流域図 

⑦道路側溝等の浸透化 
 ・県はガイドラインをH24年に策定 
 ・開発者及び市で施工 
  （尼崎市、西宮市） 

雨水貯留タンク助成市 

宝塚東高校 

阪神昆陽高校 

9 

三田西陵高校 

三田市 

三田ｶﾙﾁｬｰﾀｳﾝ 

西宮甲山高校 

北摂三田高校 

宝塚北高校 

④水田貯留の推進 
神戸市北区にてセキ板を配布 

貯留施設整備箇所(整備完了） 

貯留施設整備箇所(事業着手） 

神戸北高校 

有馬高校 

①校庭貯留整備 
 ・【整備完了】宝塚東高校、阪神昆陽高校 

三田西陵高校、西宮甲山高校 
北摂三田高校 

       （H25年度までの完了地点を含む） 

 ・【事業着手】宝塚北高校、神戸北高校 
有馬高校 

 
 
 
②公園等 
 ・【整備完了】甲山森林公園 
      三田ｶﾙﾁｬｰﾀｳﾝ太陽光発電所          

校庭に設置さ 
れた周囲小堤 

甲山森林公園 

間伐・作業道の開設 混交林整備 

③森林整備・保全 
 ・人工林間伐、表土侵食防止、 
  混交林整備 
  （神戸市、三田市、篠山市） 
 



武庫川 
（西宮市塩瀬町生瀬） 

有馬川 
（西宮市山口町下山口） 

武庫川 
（宝塚市玉瀬） 

武庫川 
（三田市下田中） 

波豆川 
（宝塚市大原野） 

羽束川 
（三田市上槻瀬） 

黒川 
（三田市小野） 

青野川 
（三田市下青野） 

武庫川 
（篠山市古森） 

武庫川 
（尼崎市大庄西町） 

  3-3．各対策の概要図 ③減災対策 

総合的な治水対策 
 
 
 減災対策 

河川対策 

流域対策 

①知る（水害リスクに対する認識の向上） 
・手作りハザードマップの作成による水害リスク 
 を知る機会の提供 
 （尼崎市、西宮市、伊丹市、宝塚市、 
  三田市、篠山市） 
・ CGハザードマップの継続公開 
・出前講座、職員研修による防災 
 の担い手となる人材育成 
 
 

図．二級河川武庫川流域図 10 

③逃げる（的確な避難のための啓発） 
ⅰ) 自助の取組の推進 
 ・ひょうご防災ネットの加入促進 
ⅱ) 共助の取組の推進 
 ・要援護者の情報共有、支援登録台帳の整備 
  （神戸市、西宮市、伊丹市、三田市、篠山市） 
ⅲ) 公助の取組の推進  
 ・避難経路、避難所の屋外表示 
  （西宮市、伊丹市） 
 ・津波避難ビルの洪水時活用 
  （尼崎市、西宮市） 
 

②守る（情報提供体制の充実、水防体制の強化） 
・避難情報を伝達するための河川監視 
 カメラの継続配信（10箇所）（  印） 
・水位及び氾濫予測やサイレン、回転灯 
 による河川情報の伝達 
・土のう積訓練、人命救助訓練の実施 
 
 
 

④備える（水害に備えるまちづくり、 
       水害からの復旧の備え） 
・建物耐水機能に係る指針策定による重 
 要施設浸水対策の推進 
・水害に備えるためのフェニックス共済等 
 への加入促進 
  

河川監視カメラ 



  4-1．平成2６年度の主な取り組み状況 - 河川対策 - 管理番号1 
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戦後最大洪水を安全に流下させる。 

Plan Do 

Check 

・下流部築堤区間（河口～JR東
海道線橋梁下流） 

・低水路拡幅・高水敷掘削  
・L=1,500m 

【H26年度実績】 
 矢板護岸・低水路拡幅工事 右岸（西宮市側）L=123m[完了]、他770m［着手済］ 

・河道対策工事を継続実施。今後も更なる事業推進を図る。 
 

実施目標 

下流部築堤区間 
（西宮市上田東町） 

尼崎側 西宮側 

河川整備断面図 

施工状況 

【第1期計画】 

1500m 

893m 

第1期対策予定延長（H23～H27） 

平成26年度迄着手延長 

平成26年度迄完了延長 123m 

施工完了 



 4-2．平成2６年度の主な取り組み状況 - 河川対策 - 管理番号2 
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Plan Do 

Check 

・下流部堀込区間（仁川合流点
～名塩川合流点） 

・河床掘削等 L=0.5km 

【H26年度実績】  

下流部掘込区間 
（生瀬大橋～ 
名塩川合流点） 

 

市道橋梁 
(西宝橋) 

宝塚市 

(二)武庫川 西宮市 

国道 176号 

国道・市道管理者との協議 

引堤案について 

地元協議 

 

 

・生瀬大橋～名塩川合流点について、調査測量及び護岸設計
を実施 

・道路管理者との協議を継続 

戦後最大洪水を安全に流下させる。 実施目標 

・地元合意が得られるよう、  
 継続的に協議を進める。 
 
・円滑な事業執行に向けて、 
 道路管理者との協議を継続  
 して実施する。 

【第1期計画】 

引堤区間 

国道176号 

西宝橋 

国道176号 



 4-3．平成2６年度の主な取り組み状況 - 河川対策 - 管理番号3 
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Plan Do 

Check 

・中流部（名塩川合流点
～羽束川合流点） 

・護岸整備等 
  L=520m ※住宅地区 
  L= 90m ※温泉地区 

【H26年度実績】 
 第1期（県道工事）概成 
 H26.8月豪雨の影響により一部設計見直し 

・土地区画整理組合とも連携しつつ、事業推進を図る。 

H26.8月豪雨 
被災状況 

戦後最大洪水を安全に流下させる。 実施目標 

中流部 
（武田尾地区） 

県道付替 

築堤・護岸等 

土地区画整理事業（宅地・駐車場等） 

整備概要図 

移転前 

移転後 

住宅地区移転状況 
写真撮影方向 

【第1期計画】 

土地区画整備事業による 
宅地・駐車場の造成（盛土） 

現況地盤 

既設護岸 

土地区画整備事業による 
河川用地確保 

2,600m3/s（戦後最大洪水） 

河川改修事業による 
築堤・護岸整備等 

県道付替 
（河川改修事業） 河川改修事業 

※武田尾（住宅地区）については、平成27年度から護岸工事に着手し、平成29年度完成する見込み。 



 4-4．平成2６年度の主な取り組み状況 - 河川対策 - 管理番号4 
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Plan Do 

Check 

上流部（羽束川合流点～本川
上流端）及び支川 
河道掘削、護岸工、橋梁架替
等 
  

【H26年度実績】 

・今後も予算の確保に努め、計画的に事業の進捗を図る。 

大池川（三田市） 
：護岸工 L=72m 

施工前 

施工後 

荒神川（宝塚市） 
：護岸工 L=50m 

施工後 

H26年施工 

各河川の目標流量を安全に流下させる。 実施目標 

波豆川（三田市） 
：護岸工 L=41m 

施工前 

施工後 

波豆川 

荒神川 

大池川 

【第1期計画】 

施工前 

H26年施工 

H26年施工 H26年施工 

（宝塚市施行） 



 4-5．平成2６年度の主な取り組み状況 - 河川対策 - 管理番号5 
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Plan Do 

Check 

【天王寺川】（伊丹市，宝塚市） 
 ・堤防強化 L=0.2km  

【H26年度実績】 
 ・天王寺川：ドレーン工による浸透対策 L=0.2km完了 
 ・天神川 ：表のり面被覆工による浸透対策 L=0.2km完了 

洪水による浸透や侵食に対して十分な安全性を確保する。 

【天神川】（伊丹市，宝塚市） 
 ・堤防強化 L=1.4km  

実施目標 

天王寺川：ドレーン工 

天神川：表のり面被覆工 

着工前 施工中 完成 

着工前 施工中 完成 

ドレーン工設置 

遮水シートおよび 
連接ブロック設置 

天王寺川 

天神川 

【天王寺川】整備計画予定区間は全て完了となった。 
【天 神 川】第1期計画区間の整備を完了した。 
      今後も引き続き整備推進に努める。 

【第1期計画】 

0.2km 

0.2km 

1.29km 

1.4km 

進
捗
率 

天王寺川   天神川 

第1期対策予定延長（H23～H27） 

平成25年度末迄対策延長 

0.2km 

平成26年度対策延長 



 4-6．平成2６年度の主な取り組み状況 - 河川対策 - 管理番号6 
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Plan Do 

Check 

下流部築堤区間の堤防強化 
（南武橋～仁川合流点） 
・浸透対策 L=6.1km 
・侵食対策 L=0.7km 

【H26年度実績】 
 ・浸透対策：約0.2km完了[西宮市日野町] 

洪水による浸透や侵食に対して十分な安全性を確保する。 

・第1期計画6.1kmの浸透対策を完了した。 
・引き続き、浸透・侵食対策を行い、堤防
の安全性確保に取り組む。 

矢板＋遮水シートによる浸透対策 

実施目標 

【第1期計画】 

進
捗
率 

工事実施箇所 
（西宮市日野町） 

遮水シート 
（ブロックマットによる 

侵食対策を含む） 

矢板 

矢板と遮水シートにより堤防内へ入る
水の経路が長くなるため、堤防内へ水
がしみこみにくくなり堤防内水位の上
昇を抑えます。  

6.1km 

5.9km 

第1期対策予定延長（H23～H27） 

平成25年度末迄対策延長 

平成26年度対策延長 

0.2km 



 4-7．平成2６年度の主な取り組み状況 - 河川対策 - 管理番号7 

17 

Plan Do 

Check 

・武庫川遊水地の工事着手 

 武庫川遊水地：詳細設計が完了 

※武庫川遊水地については、平成27年度から掘削工事に着手し、平成30年度完成する見込み。 

遊水地の整備を進めることによりこれまで以上の洪水調節を行う。 

位置図 

完成イメージ図 

計画横断図 

実施目標 

【第1期計画】 【H26年度実績】 

武庫川遊水地 
武庫川上流 
浄化センター 

武庫川 

JR福知山線 

・早期完成に向けて、引き続き事業推進を図る。 
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  4-8．平成2６年度の主な取り組み状況 - 河川対策 - 管理番号７, 8 

18 

Plan Do 

Check 

・青野ダムの活用； 
 事前放流試行操作の継続 

・青野ダムの洪水調節容量を拡大させることによりこれまで以上の洪水調節を行う。（管理番号7） 
・さらなる安全度の向上に向けて、利水ダムの治水活用を検討する。（管理番号8） 

実施目標 

【第1期計画】 【H26年度実績】 

青野ダム 

■平常時 
 

 

大雨が  

降りそう・・・ 
大雨 

事前放流等を
行い、雨水貯
留容量を確保 

雨水を貯留 

 ■大雨に備えて  ■大雨時 

貯水施設 

あらかじめ容量を
空けておいたこと
により貯留 

事前放流による 
治水活用の検討 

千苅ダム活用のイメージ 

これまでの 
洪水調節容量 容量拡大後の 

洪水調節容量 

洪水調整容量拡大のイメージ 

H26年度は１洪水で事前
放流を実施した（累計
６回事前放流を実施） 

・青野ダムの事前放流については、渇水リスクや下流部の水位上昇への影
響等の検証が必要である。 

千苅ダム 

青野ダム 

※ 千苅ダムの治水活用については、渇水リスク等の課題があるため、さらなる検討が必要 

千苅ダムの活用 Topix 

・事前放流に必要となる放流施設の概略検討［H27継続中］ 
・事前放流に伴う貯水池内水質影響シミュレーション[H27継続中] 



 4-9．平成26年度の主な取り組み状況 – 流域対策 - 

19 

管理番号9（1/4） 

学校、公園等を利用した貯留施設等を設置し、流出抑制を行う。 

宝塚東高校 

三田西陵高校 

西宮甲山高校 

三田ｶﾙﾁｬｰﾀｳﾝ 

阪神昆陽高校 

宝塚北高校 

北摂三田高校 

Ｚ 

● 

Plan Do 

Check 

・学校，公園，ため池等を利用し
た貯留施設等の整備 

・貯留量 約5.7万m3着手 
    （7箇所着手） 

【H26年度実績】 
 ・H26年度：0.3万m3着手 
 （累計1.8万m3、公園1箇所・学校8箇所・その他1箇所の計10箇所着手） 

施設所有者の理解を得ながら、引き続き目標貯留量の確保に向けて取り組んでいく。 

グラウンド
（雨水貯留施設）

県立西宮甲山高校

西宮甲山高校 
北摂三田高校 

三田西陵高校 

設置された 
周囲小堤 設置された 

周囲小堤 

設置された 
周囲小堤 

● 

神戸北高校 

有馬高校 

実施目標 

【第1期計画】 

甲山森林公園 

● 貯留施設整備箇所（整備完了） 
▲ 貯留施設整備箇所（事業着手） 

着
手
率 

5.7万m3 
第1期着手目標容量（H23～H27） 

平成25年度末迄着手容量 

平成26年度着手容量 1.5万m3 0.3万m3 



 4-10．平成26年度の主な取り組み状況 – 流域対策 - 

20 

管理番号9（2/4） 

Plan 

Do 

Check 

■森林保全と公益的機能向上 
 ・人工林の間伐等（関係機関連携・住民連携） 
 ・急傾斜地にある間伐対象人工林の表土侵食防止対策 
 ・高齢人工林の広葉樹林への一部誘導（混交林整備） 

・混交林整備は100ha着手（第1期  
 計画）に対して120ha着手し、   
 目標を達成した。 
・今後も引き続き森林保全と公益 
 的機能向上に努めていく。 

流域市等と連携して取り組む、様々な流出抑制対策（森林） 実施目標 

【第1期計画】 

人工林の間伐や表土浸食防止、混交林整備等を進めた。 【H26年度実績】 

人工林間伐等 392ha 

急斜面地表表土
浸食防止対策 

96ha 

混交林整備 30ha 

H26年度整備実績 間伐・作業道の開設 

針葉樹林と広葉樹林の混交林整備 

緊急防災林（斜面対策） 

高性能林業機械による搬出間伐 



 4-11．平成26年度の主な取り組み状況 – 流域対策 - 

21 

管理番号9（3/4） 

Plan Do 

Check 

水田での雨水貯留による流出
抑制 

【H26年度実績】 
 ・神戸市北区八多町（八多川）においてセキ板を配布（約10ha） 

・貯留に関する農業者の不安（畦や作物への影響）が課題となっている。 

水田貯留 

積板の設置 

実施目標 流域市等と連携して取り組む、様々な流出抑制対策（水田） 

水田貯留に係る広報チラシ（H24年度作成） 

【第1期計画】 



流域市等と連携して取り組む、様々な流出抑制対策（各戸貯留等） 

 4-12．平成26年度の主な取り組み状況 – 流域対策 - 

22 

管理番号9（4/4） 

Plan 

Do Check 

その他の雨水貯留・浸透の取り組み 

【H26年度実績】 
 ・公共施設での貯留・浸透施設の設置： 
    →県営住宅で設置推進［累計1箇所］ 
 ・雨水貯留タンクの設置： 
    →助成基数111件［累計1,221件］ 
 ・道路側溝等の浸透化： 
    →約6.2km［累計166km］ 
 ・透水性舗装： 
    →H16年より標準仕様として適用 

・各戸貯留は着実に実績が増加しており、今後も広報
媒体を活用した普及啓発を図りながら、引き続き推
進していく。 

 
・浸透施設整備（道路側溝・宅内排水等）についても、

引き続き推進していく。 

道路側溝等の浸透化 

浸透側溝設置ガイドライン（改訂版）に基づき
浸透化を推進。 

各戸への雨水貯留タンクの助成 

雨水貯留タンク設置イメージ 

実施目標 

【第1期計画】 
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 4-13．平成26年度の主な取り組み状況 – 減災対策 (1)知る  - 管理番号10（1/4） 

計画規模を上回る洪水が発生した場合の洪水被害を軽減させる。 

Plan 【第1期計画】 
 水害リスクに対する認識を向上させる ～知る～ 
  具体的施策：①水害リスクを知る機会の提供 ②ツールの整備 ③防災の担い手の人材育成 

Do 

Check 
今後も県市共同で水害リスクの認識向上及び人材育成の推進に努めていく。 

実施目標 

【H26年度実績】 

手作りハザードマップ作成風景 
手作りハザードマップの作成 H26.5.17 

神戸新聞 

①ジオラマ模型を使った 
洪水対策の学習 

③住民を対象とした 
防災研修 

ひょうご防災リーダー講座 
（西宮市） 

三田市相生区 

まち歩き体験型講座等の 
開催実績：42回（流域市計） 

宝塚市米谷自治会 

H26実績：32地区（流域市計） 

西宮市 

防災リーダー講座・ 
出前講座・研修会等の 

開催実績（H26） 
県：79回 流域市計：189回 

②住民主体による 
手作りハザードマップ作成 

①水害リスクを知る機会の提供 

②ツールの整備 ③防災の担い手の人材育成 
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 4-14．平成26年度の主な取り組み状況 – 減災対策 (2)守る - 管理番号10（2/4） 

Plan 

Do 

【第1期計画】 
 情報提供体制の充実と水防体制の強化を図る ～守る～ 
   具体的施策：①避難情報の伝達 ②河川情報の伝達 ③水防体制の強化 

武庫川水系で 
10箇所設置し、 

継続配信 

河川監視カメラによる継続配信 

「兵庫県河川監視カメラシステム」にて 
Web上で閲覧可能 

①避難情報の伝達 

②河川情報の伝達 ③水防体制の強化 

増水警戒情報の発信による注意喚起 

回転灯設置状況 

 

予測雨量 

予測水位 
３時間後までの 

予測水位 
現況水位 

はん濫危険水位 

避難判断水位 

フェニックス防災システム 
による情報発信 

水位予測 

Check 

・今後も県・市ともに住民
に提供する防災情報のさ
らなる充実に努めていく。 

実施目標 計画規模を上回る洪水が発生した場合の洪水被害を軽減させる。 

【H26年度実績】 

土のう積み訓練の様子（宝塚市） 

県から市へ 
情報を提供 

実践的な訓練の実施 
県：2回 流域市計：7回 
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 4-15．平成26年度の主な取り組み状況 – 減災対策 (3)逃げる - 管理番号10（3/4） 

Plan 

Do 

【第1期計画】 
 的確に避難するための啓発を進める ～逃げる～ 
  具体的施策：①自助の取組の推進 ②共助の取組の推進 ③公助の取組の推進 

③公助の取組の推進 

①自助の取組の推進 

②共助の取組の推進 

新規登録件数 目標 

平成25年度 132,500件 
40,000 
件／年 

平成26年度 128,000件 120,000 
件／年 

表．「ひょうご防災ネット」の加入状況 

ひょうご防災ネット加入促進 

災害時要援護者支援登録台帳等の整備、情報共有化の取り組
みを継続実施（神戸市、西宮市、伊丹市、三田市、篠山市） 

「ひょうご防災ネット」 
 防災行政無線、広報車等の既存情報伝達手段に加え、携
帯電話のメールやホームページ機能を利用して、災害発生時
等の緊急時に、緊急情報（地震情報・津波情報・気象警報）や
避難情報等をいち早く県民・市民の方々に発信するシステム 
ＵＲＬ：http://web.pref.hyogo.lg.jp/pa20/pa20_000000001.html 

■津波避難ビル指定・マップ作成、洪水時活用の推進（尼
崎市，西宮市） 

■避難経路の屋外表示（西宮市、伊丹市） 

Check ・今後も住民が安全かつスムーズに避難するための取り組みを推進していく。 

実施目標 計画規模を上回る洪水が発生した場合の洪水被害を軽減させる。 

【H26年度実績】 

避難経路等の屋外表示例（西宮市） 
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 4-16．平成26年度の主な取り組み状況 – 減災対策 (4)備える - 管理番号10（4/4） 

Plan 

Do 

【第1期計画】 
 水害に備えるまちづくりと水害からの復旧の備えを進める ～備える～ 
  具体的施策：①水害に備えるまちづくりの誘導 ②重要施設の浸水対策 ③共済制度への加入促進 

Check 
・今後とも、県と市は水害に備える対策を幅広に検討し、実施していく。 

①水害に備えるまちづくりの誘導 

・新しいマニュアルに合わせ、浸水想定区域図 
 の改訂を検討（県） 
・各種災害のハザードマップを盛り込んだ「尼 
 崎市防災ブック」を作成（尼崎市） 

②重要施設の浸水対策 

「建物等の耐水機能に関する指針」による耐水化 
の促進 

電気設備の浸水対策 

③水害に備える共済制度の加入促進 

目標 全県 うち流域市 

加入率（％） 15 % 9.2% 7.3 % 

表．フェニックス共済の加入状況（平成27年3月末時点） 

フェニックス共済パンフレット 

「フェニックス共済」 
（＝兵庫県住宅再建共済制度）
は、住宅所有者に加入いただき、
平常時から資金を寄せ合うこと
により、災害発生時に被害を受
けた住宅の再建・補修を支援す
る制度 

実施目標 計画規模を上回る洪水が発生した場合の洪水被害を軽減させる。 

【H26年度実績】 

三田市新庁舎 
屋上階発電設備 
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 4-17．平成26年度の主な取り組み状況 – 正常流量の確保 - 

 【第1期計画】 

管理番号11 

合理的な水利用を促進し、より豊かな流量の確保に努める。 

Plan 

Check 

実施目標 

■流水利用の適正化 
 ・取水実態の把握 
 ・慣行水利権から許可水利権への切り替え 

■適正な水利用の推進 
 ・節水の啓発・水利用の合理化 
 ・雨水・再生水利用の促進 

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1 3/1 4/1

流
量
（

m
3
/s
）

生瀬大橋地点の流量（平成26年度） 

生瀬大橋地点流量 

正常流量（1.5m3/s） 

平成26年度については、正常流量1.5m3/sを確保できた。今後もより豊かな流量の確保に努める。 

 【H26年度実績】 Do 

 生瀬大橋 
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  4-18．平成26年度の主な取り組み状況 – 緊急時の水利用  - 

・渇水調整および広域的水融通の円滑化 
・緊急時の河川水利用の円滑化  

管理番号12 

Plan 

Do 

・渇水時の被害の最小化 
・震災などにおける河川水利用の円滑化 

現在の水需要においては、給水車等でバッ
クアップが可能なため、当面、パイプライ
ン等の新たな整備は着手しない。 

西宮市 

給水ネットワークの整備 
渇水調整会議、緊急時の河川水利用 

実施目標 

99% 100%
97%

95%

89%

100%
98% 99%

93%

97%
100% 100%

50

60

70

80

90

100

貯
水
率

(%
)

 【第1期計画】 

 【H26年度実績】 

渇水や震災等による被害の発生はなし 

青野ダムの貯水率（平成26年度） 

参考 

Check 
今後、水需要の動向を踏まえ、必要に応じて整備を行う。 
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  4-19．平成26年度の主な取り組み状況 – 健全な水循環の確保 – 

・流域水循環把握に必要なデータの収集 
・森林、農地、ため池の整備や適正な管理（関係機関連携） 
・貯留浸透施設の整備（関係機関連携） 

管理番号13 

Plan 

Do 

森林、ため池の適正な管理や貯留浸透施設の整備により、健全な水循環を確保する。 

雨量、水位、低水量、地下水位、県管理ダ
ム貯水位等のデータを蓄積 

雨量グラフ 

水位グラフ 

流域水循環の把握 
ため池の維持管理 

森林、農地、ため池の整備や適正な管理 

貯留浸透施設の整備 

 ・道路側溝等の浸透化：約6.2km［累計166km］ 
 ・透水性舗装：H16年より標準仕様として適用 

Check 今後も健全な水循環を確保するため、流域水環境を把握するとともに地下水かん養および
水循環に寄与する各事業を推進していく。 

実施目標 

 【第1期計画】 

 【H26年度実績】 

間伐・作業道の開設 
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 4-20．平成26年度の主な取り組み状況 – 動植物の生活環境の保全・再生 - 管理番号14 

Plan 

Check 

動植物の生活環境の保全・再生 

①下流部築堤区間 

・移動性が低い生物の移植対策 
・みお筋の再生     ・瀬・淵の再生 
・ワンド・たまりの再生 ・オギ群集の再生 
・代償措置としての瀬  ・淵やワンド等の創出 

②上流部 

干潟の創出 

魚類等の移動の 
連続性確保 

（潮止堰の撤去に向 
けた地下水調査の実施等） 

 

R型淵の再生 

 
ワンド・たまりの再生 

みお筋の再生 

オギ群集の再生 

多種多様な動植物が生息・生育できる豊かな自然環境の保全・再生を図る。 

Do 

実施目標 

 【第1期計画】  【H26年度実績】 

オギ群集再生に向けた取り組み 
（現地表土の再利用） 

表土掘削・仮置き 

表土再利用・埋戻 

今後も引き続き、専門家の意見を聴きながら、自然環境の保全・再生に必要な対策を実施
していく。 
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 4-21．平成26年度の主な取り組み状況 – 動植物の生活環境の保全・再生 - 

・魚道の改善 
・みお筋、産卵場、稚魚期の生息場所の保全・再生 

管理番号15 

Plan 

Do 

Check 

アユなど魚類にとってより望ましい川づくりに取り組む。 

２号床止め魚道の改良 遡上状況の調査 

・アユの産卵場造成は台風により中止したが、出水による河床の攪乱により、産卵場が確保され
る結果となった。 

・今後、アユ調査の結果を踏まえ、魚道の構造等について検討していく。 

実施目標 

 【第1期計画】 

 【H26年度実績】 

改良工事実施（H25） 

H25年度の実施状況 

※H26年度は台風により中止となった。 

アユ産卵場の造成 

H26年度の状況 

調査状況 

遡上状況 
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 4-22．平成26年度の主な取り組み状況 

・自然景観を基調とした武庫川らしい景観の保全・創出 
・治水上支障がない範囲での緑化修景 
・樹木伐採を最小限とする河道計画、施工方法等の検討 
 

管理番号16, 17 

Plan 

Do 

Check 

・自然景観を基調とした武庫川らしい景観を保全・創出する。（管理番号16） 
・人と河川の豊かなふれあい及び適正な河川利用の確保。 （管理番号17） 実施目標 

護岸のり面の緑化 

植生工実施状況 

 【第1期計画】管理番号16 

 【H26年度実績】(管理番号16) 

－良好な景観の保全・創出－ 
－人と河川の豊かなふれあいの確保－ 

事業PR用掲示板の設置 出前講座開催 

地域住民の多様な要請への対応 

・下流部築堤区間においては、引き続き地元説明会や出前講座等を
通じた広報に努め、地元の了解を得ていく。 

・河口部の干潟については、今後、河川改修の進捗にあわせて整備
に着手する。 

 

自然を生かした水辺（干潟）の創出 

・地域住民の多様な要請への対応 
・河川利用の利便性の確保と自然を

生かした水辺の創出や施設整備 
 

Plan  【第1期計画】管理番号17 

Do  【H26年度実績】(管理番号17) 

Check ・上流部においては、引き続
き武庫川らしい景観の保全
に配慮し、河川改修工事を
実施していく。 
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 4-23．平成26年度の主な取り組み状況 

・下水道放流水のさらなる改善 
・水質状況の的確な把握 
・水生植物による浄化機能の向上 

管理番号18, 19 

Plan 

Do 

Check 

・関係機関や地域住民と連携して、さらなる水の「質」の向上を図る。（管理番号18） 
・適切な河川維持管理に取り組む。（管理番号19） 

透明度調査 

 水質調査等については、下水道法、水
質汚濁防止法に基づき、今後も継続して
調査を実施する。 

実施目標 

【第1期計画】 
（管理番号18） 

 【H26年度実績】（管理番号18） 

－水質向上－ 
－維持管理－ 

・「兵庫県河川維持管理計画」に基づく
巡視点検を行い、必要に応じて維持・
修繕工事，樹木伐採等を実施する。 

護岸補修の事例 

施工前 

武庫川No.65～No.66付近 

施工前 

施工後 

樹木伐採の事例 

施工後 水質調査 

水質汚濁防止法に基づき
水質・底質調査を継続 

【第1期計画】 
（管理番号19） 

Plan 

武庫川左岸No.93～No.94付近 

 【H26年度実績】（管理番号19） Do 

Check  今後も継続して河川の巡視点検を行い、維
持・修繕工事、樹木伐採、除草・清掃等、適
切な維持管理に努める。 
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 4-24．平成26年度の主な取り組み状況 – 流域連携 - 管理番号20 

適切な役割分担のもと、「参画と協働」による武庫川づくりに取り組む。 

Plan ・参画と協働の推進 
・情報発信、連携・交流の支援等の継続実施 

Do 
第3回みんなで取り組む武庫川づくり交流会を開催 

Check ・地域住民との連携を支援・促進するための取り組みを適宜・適切に実施していく。 

実施目標 

 【第1期計画】 

 【H26年度実績】 

基調講演会 

自然観察会 

特定外来生物「ミズヒマワリ」の除去作業 



 4-25．平成26年度の主な取り組み状況 
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管理番号21, 22 

治水・利水・環境の観点から河川の総合的な管理を行う。（管理番号21） 
河川整備計画の着実な推進（管理番号22） 

・定期的な観測によるデータの把握 
・事業実施前後のモニタリング 
・流量観測データの蓄積 

Plan 

Do 

Check 
・雨量や河川水位等のモニタリング調査を今後
も引き続き継続的に実施していく。 

河川監視カメラによる 
観測情報の公開 

河川水位観測状況 
（低水流量観測） 

実施目標 

－モニタリング－ 
－フォローアップ－ 

 【第1期計画】（管理番号21） 

・河川整備の進行管理 
・フォローアップ委員会（懇話会）の設置 
・流域住民との情報の共有 

 【H26年度実績】（管理番号21） 

第4回フォローアップ懇話会開催 

Plan  【第1期計画】（管理番号22） 

 【H26年度実績】（管理番号22） Do 

・ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づい
た進行管理を実施し、整備計画の次な
る進行と改善に努めていく。 

Check 


